評価の観点と評価規準　2年上
	単元
	小単元
	
	観　点　別　学　習　状　況　の　評　価　規　準

	
	
	
	関心・意欲・態度
	数学的な考え方
	技能
	知識・理解

	1

ひょう・

グラフと
時計
	①あそびしらべ
	Ａ
	身の回りの数量を分類・整理し，分かりやすい表やグラフに表そうとしている。
	1つの観点から分類･整理し，表やグラフから特徴を考えることができる。
	身の回りの数量について分類･整理し，正確に見やすく表や●のグラフで表すことができる。
	表やグラフに表すよさに気付き，簡単な表やグラフのよみ方，かき方を理解している。

	
	
	Ｂ
	身の回りの数量を分類・整理し，表やグラフに表そうとしている。
	1つの観点から分類･整理し，簡単な表やグラフから特徴を考えることができる。
	身の回りの数量について分類･整理し，表や●のグラフで表すことができる。
	表やグラフのよみ方，かき方を理解している。

	
	②1日の　生活
	Ａ
	時刻・時間に関心を持ち，生活と関連付けながら，進んで時刻・時間を調べようとしている。
	時刻と時間を区別し，時計の模型を使って，長針がどれだけ動いたかに着目して，時間を考えることができる。
	時刻のよみ方及び1日と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻を確実に求めることができる。
	時刻と時間の違い及び1日と時間，時間と分の関係を確実に理解している。　　　　　　　　　

	
	
	Ｂ
	時刻・時間に関心を持ち，生活と関連付けながら，時刻・時間に調べようとしている。
	時刻と時間を区別し，時計の模型を使って，長針がどれだけ動いたかで時間を考えることができる。
	時刻のよみ方及び1日と時間の関係を理解し，時間やある時間だけ前後の時刻を求めることができる。
	時刻と時間の違い及び1日と時間，時間と分の関係を理解している。

	●

みんなで話しあいましょう
	
	Ａ
	みんなで話し合うことに関心をもち，話し合いの心構えを読んで，進んで発表し，話し合おうとしている。
	式を，図を使って分かりやすく説明する仕方，自分の考えと比べながら聞くなど，話し合いの仕方を考えることができる。
	みんなで話し合うために

大切な５つ以上の事柄を

取り上げることができ

る。
	みんなで話し合いを進める「進んで発表する」などの6つの大切な事柄を十分理解している。


	
	
	Ｂ
	話し合うことに関心を示し，話し合いの心構えを読んで，算数を楽しく学ぼうとしている。
	式になるわけを図を使って分かりやすく説明するなど，話し合いの仕方を考えることができる。
	みんなで話し合うために大切なことを3つ程度取り上げることができる。
	みんなで話し合いを進める6つの大切な事柄を理解している。



	2

たし算とひき算
	①たし算
	Ａ
	簡単なたし算は，暗算で処理し，進んで生活の中で活用しようとしている。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)で，被加数を分解しない暗算の仕方を考えることができる。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算を暗算で確実にできる。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の暗算の仕方は，数のしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単なたし算は，暗算で処理しようとしている。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十) で，被加数を分解しない暗算の仕方を計算棒を使って考えることができる。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の計算を暗算でできる。
	(2桁)＋(1桁)，(2桁)＋(何十)の暗算の仕方を理解している。

	
	②ひき算
	Ａ
	簡単なひき算は，暗算で処理し，進んで生活の中で活用しようとしている。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)で，被減数を何十と何に分け，何十からひく暗算の仕方を考えることができる。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算を暗算で確実にできる。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の暗算の仕方は，数のしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単なひき算は，暗算で処理しようとしている。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)で， 被減数を何十と何に分け，何十からひく暗算の仕方を計算棒を使って考えることができる。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の計算を暗算でできる。
	(2桁)－(1桁)，(2桁)－(何十)の暗算の仕方を理解している。

	3

長さ
	
	Ａ
	長さの測定に興味をもち，測定結果をもとに予想を立てながら，いろいろなものの長さを測定しようとしている。
	普遍単位の必要性に気づき，普遍単位の幾つ分と考え，ものの長さを数値化することを考えることができる。
	測定の対象の大きさによって，cm，mmなどの単位を選択し，ものさしを使って測定したり，長さを計算したりできる。


	長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味，普遍単位の必要性を理解している。

	
	
	Ｂ
	長さの測定に興味をもち，進んでいろいろなものの長さを測定しようとしている。
	普遍単位の必要性に気づき，普遍単位の幾つ分と考え，ものの長さを表すことを考えることができる。
	cm，mmを単位として，身近なものの長さを，ものさしを使って測定したり，長さを計算したりできる。


	長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解している。

	4

た

し

算

と

ひ

き

算

の

ひ

っ

算

(1)
	①たし算
	Ａ
	たし算の筆算について関心を持ち，筆算で処理するよさを感じながら，身近な問題解決に生かそうとしている。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考え，説明することができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算が確実にでき，加法の交換法則を使って答えの確かめができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算は，十進数位取り記数法に基づいていることや，加法の交換法則を使った答えの確かめ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	たし算の筆算について関心を持ち，身近な問題解決に生かそうとしている。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算ができ，加法の交換法則を使って答えの確かめができる。


	(2桁)＋(2桁)＜100の筆算の仕方や，加法の交換法則を使った答えの確かめ方を理解している。

	
	②ひき算
	Ａ
	ひき算の筆算について関心を持ち，筆算で処理するよさを感じながら，身近な問題解決に生かそうとしている。
	(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考え，説明することができる。
	(2桁)－(2桁)の筆算が確実にでき，加減の相互関係をもとに答えの確かめができる。また，加減の問題をテープ図にかくことができる。
	(2桁)－(2桁)の筆算は十進位取り記数法に基づいていること，加法と減法の相互関係をもとにした答えの確かめ方，テープ図の書きかたを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	ひき算の筆算について関心を持ち，身近な問題解決に生かそうとしている。
	(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
	(2桁)－(2桁)の筆算ができ，加法と減法の相互関係をもとに答えを確かめることができる。また加減の問題をテープ図にかくことができる。
	(2桁)－(2桁)の筆算の仕方や，加法と減法の相互関係をもとにした答えの確かめ方，テープ図の書きかたを理解している。

	◎

かくれた数はいくつ
	
	Ａ
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，テープ図などを使って進んで解決しようとしている。
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，テープ図を使って，筋道立てて考えることができる。
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，テープ図根拠にして，確実に問題を解決することができる。


	加法と減法の相互の関係を，テープ図を基に構造的に理解している。

	
	
	Ｂ
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，テープ図などを使って解決しようとしている。
	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，テープ図を使って考えることができる。


	加減の2要素1段階で逆思考の問題を，テープ図を根拠にして，問題を解決することができる。
	加法と減法の相互の関係を，テープ図を基に理解している。

	●

どんな計算になるのかな(1)
	
	Ａ
	問題をよみ，進んで問題に取り組み何算になるか判断をしようとしている。
	加減計算の意味を基に演算決定し，その根拠を場面に即して，ことばや図を用いて的確に考え説明することができる。
	場面に即して適切に加減の演算決定をし，確実に計算することができる。
	加減の用いられる場面を理解し，その区別が明確にできる。

	
	
	Ｂ
	問題をよみ，何算になるか判断をしようとしている。
	加減計算の意味を基に演算決定し，その根拠を場面に即して説明することができる。
	場面に即して適切に加減の演算決定をし，計算することができる。
	加減の用いられる場を理解している。

	5

1

0

0

0

ま

で

の

数
	①100を　こえる　数
	Ａ
	身の回りのものの個数を10や100のまとまりにして数え，進んでよんだり，かいたりしようとしている。
	既習の十進位取り記数法を基に1000までの数の構成を考えたり，10を単位にして数を相対的にとらえたりすることができる。
	1000までの数を十進位取り記数法に基づいて，確実によんだりかいたりできる。また，数の大小を＞，＜を使って表すことができる。
	1000までの数の十進位取り記数法による数の表し方，系列，数の大小などを確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	身の回りのものの個数を10や100のまとまりにして数え，よんだり，かいたりしようとしている。
	十進位取り記数法を基に1000までの数の構成を考えたり，10を単位にして数を相対的にとらえたりすることができる。
	1000までの数を十進位取り記数法に基づいてよんだりかいたりできる。また，数の大小を＞，＜を使って表すことができる。
	1000までの数の十進位取り記数法による表し方，系列，数の大小などを理解している。

	
	②たし算と　ひき算
	Ａ
	10や100を単位とした数の相対的な見方を用いた加減計算に進んで取り組み，身の回りの生活に活用しようとしている。
	何十，何百の加減計算を，10や100を単位にして，既習の基数の加減計算に帰着させて考えることができる。
	10や100を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算が確実にできる。
	10や100を単位とする数の相対的な見方を活用する加減計算の仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	10や100を単位とした数の相対的な見方を用いた加減計算を生活に活用しようとしている。
	何十，何百の加減計算を，お金の模型を使って，既習の基数の加減計算に帰着させて考えることができる。
	10や100を単位とする数の相対的な見方に基づく加減計算ができる。
	10や100を単位とする数の相対的な見方に活用する加減計算の仕方を理解している。

	●
買えますか？買えませんか？
	
	Ａ
	買えるかどうかを判断する問題場面に関心をもち，進んで問題に取り組もうとしている。
	98，105のような数を100と見て，買うことできるかどうかを考え，判断し，そのわけを説明することができる。
	買うことができるかどうかを素早く判断できる。
	98，105のような数を100とみて，これを活用して判断する方法を的確に理解している。

	
	
	Ｂ
	買えるかどうかを判断する問題場面に関心をもち，問題に取り組もうとしている。
	98，105のような数を100と見て，買うことできるかどうかを考え，説明することができる。
	買うことができるかどうかを判断できる。
	98，105のような数を100とみて，これを活用して判断する方法を理解している。

	●

よみとる算数

(1)
	
	Ａ
	身近な話題と算数との関わりに関心を持ち，既習事項を使って，問題を解決したり，進んで問題作りをしたりしようとしている。
	解決に必要な情報を選択し，適切な演算決定を行い，有効な数理的処理を考えることができる。
	身近な問題について，解決に必要な情報を選択し，既習事項を使って的確に問題解決することができる。
	解決に必要な情報を的確に選択し，問題解決したり問題を作ったりする仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	身近な話題と算数との関わりに関心を持ち，既習事項を使って，問題を解決しようとしている。
	解決に必要な情報の選択し，有効な数理的処理を考えることができる。
	身近な問題について，情報選択を行い，問題解決することができる。
	身近な問題について，情報選択を行い，問題解決する仕方を理解している。


	6
かさ
	
	Ａ
	進んで身のまわりのもののかさを測定し，1Ｌ，1dＬ，1mＬの量感を豊かにしようとしている。
	もののかさを比べるとき，普遍単位を使って筋道立てて考えることができる。
	かさの普遍単位Ｌ，dＬ，mＬを知り，用途に応じて手際よく測定することができる。
	かさの普遍単位の必要性とその単位Ｌ，dＬ，mＬを十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	普遍単位の必要性やよさに気づき，進んで身のまわりのもののかさを測定しようとしている。
	異なる容器で測った不自然さから，かさの普遍単位の必要性を考えることができる。
	かさの普遍単位Ｌ，dＬ，mＬを知り，それらを使って測定することができる。
	かさの普遍単位の必要性とその単位Ｌ，dＬ，mＬを理解している。

	●

算数のじゆうけんきゅう
	
	Ａ
	自由研究に関心を持ち，線路づくりに興味を示し，線路の構成に意欲的に取り組もうとしている。
	連続して線路がつながっていくように，見通しを持ちながら，図形の構成の仕方を考えることができる。
	線路のつながり方に目をつけ，線路の模様を多様につくることができる。
	一定のルールに基づいて，線路をつなげて図形を構成する多様な方法を理解している。　

	
	
	Ｂ
	線路づくりに関心を示し，線路の構成に取り組もうとしている。
	線路のつながり方に目をつけ，図形の構成の仕方を考えることができる。
	線路のつながり方に目をつけ，線路の模様をつくることができる。
	一定のルールに基づいて，線路をつなげて図形の構成する仕方を理解している。　


	
	①たし算
	Ａ
	加法の筆算のよさを感じ取り，既習の筆算を活用して，日常生活の問題を加法の筆算を使って解決しようとしている。
	既習の計算方法から類推して，筋道立てて，計算方法を考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算や3口のたし算が確実にでき，これらの問題を作ることができる。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算の仕方や3口のたし算の仕方を数の相対的な見方に基づいて理解している。

	
	
	Ｂ
	加法の筆算のよさを感じ取り，既習の筆算を活用して，計算しようとしている。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算の仕方を，計算棒を操作したり，既習の計算を基にして考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算や3口のたし算が確実にできる。
	(2桁)＋(2桁)≧100の筆算の仕方，3口のたし算の仕方を理解している。

	
	②ひき算
	Ａ
	減法の筆算のよさを感じ取り，既習の筆算を活用して，日常生活の問題を減法の筆算を使って解決しようとしている。
	既習の計算方法から類推して，筋道立てて計算方法を考えることができる。
	筆算による(3位数)－(2位数)＝(2位数)の計算が確実にできる。
	(3位数)－(2位数)＝(2位数)の筆算の仕方が，数の相対的なしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	減法の筆算のよさを感じ取り，既習の筆算を活用して，計算しようとしている。
	減法の筆算の仕方を，計算棒を操作したり，既習の計算を基にして考えることができる。
	筆算による(3位数)－(2位数)＝(2位数)の計算ができる。
	(3位数)－(2位数)＝(2位数)の筆算の仕方を理解している。

	
	③3けたの　数の　ひっ算
	Ａ
	3位数を含む加減の筆算の仕方を，2位数の場合を基にして，進んで考えようとしている。
	2位数の場合に基づき，3位数を含む加減の筆算の仕方を見いだし，自らつくることができる。
	筆算による(3位数)＋(2,1位数)，(3位数)－(2,1位数)＝(2位数)の計算が確実にできる。
	(3位数)＋(2,1位数)，(3位数)－(2,1位数)＝(2位数)の筆算の仕方を確実に理解している。

	
	
	Ｂ
	3位数を含む加減の筆算に関心をもち，その仕方を進んで考えようとしている。
	2位数の場合に基づき，3位数を含む加減の筆算の仕方を見いだすことができる。
	筆算による(3位数)＋(2,1位数)，(3位数)－(2,1位数)＝(2位数)の計算ができる。
	(3位数)＋(2,1位数)，(3位数)－(2,1位数)＝(2位数)の筆算の仕方を理解している。

	7
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(2)
	④文と　図と　しき
	Ａ
	文をもとにして，問題文を作ったり，式や図に表したりすることに関心をもち意欲的に取り組もうとしている。
	問題文と式と図の三者のそれぞれの特徴をとらえ相互の関連について考えることができる。
	問題文を作ったり，式や図に表したりすることが的確にできる。
	文をもとにして，問題文を作ったり，式や図に表したりする仕方を明確に理解している。

	
	
	Ｂ
	文をもとにして，問題文を作ったり，式や図に表したりすることに取り組もうとしている。
	問題文，式，図の相互の関連について考えることができる。
	問題文を作ったり，式や図に表したりすることができる。
	文をもとにして，問題文を作ったり，式や図に表したりする仕方を理解している。

	◎

ふ

え

た

り

へ

っ

た

り
	
	Ａ
	日常の事象について，オペレーター(変量)に着目して考えることのできる場面を進んでみつけようとしている。
	加減の3要素2段階の問題を，オペレーター(変量)について筋道立てて考えることができる。
	加減の3要素2段階の問題をオペレーター(変量)に着目して確実に解くことができる。
	図や数図ブロックを利用して，オペレーター(変量)に着目することで，簡潔に処理することができることを理解している。

	
	
	Ｂ
	日常の事象について，オペレーター(変量)に着目して考えようとしている。
	加減の3要素2段階の問題をオペレーター(変量)に着目して考えることができる。
	加減の3要素2段階の問題を図や数図ブロックなどを用いて解くことができる。
	数図ブロックを利用して，オペレーター(変量)に着目することを理解している。

	8

計算のじゅんじょ
	
	Ａ
	日常生活において，(　)を用いた加法の計算を積極的に生かそうとしている。
	(　)を使って1つの式に表し，まとめてたしてもよい理由を，既習事項と関連づけて考えたり，等号や不等号の使い方について考えたりできる。
	(　)の意味と加法の結合法則を理解し，手際よく計算したり，＞，＜，＝を使って大小の関係を簡潔な式に表したりできる。
	(　)の意味とその使い方を知り，加法の結合法則を理解するとともに，等号や不等号の使い方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	日常生活において，(　)を用いた加法の計算の場面を見つけようとしている。
	(　)を使って1つの式に表し，まとめてたしてもよい理由を考えたり，等号，不等号の式について考えたりすることができる。
	(　)の意味と加法の結合法則を理解し，(　)を含む式を計算したり，＞，＜，＝を使って式に表したりできる。
	(　)の意味と加法の結合法則及び等号，不等号を使った式の使い方について理解している。

	★

算数のまど
	1　ひょう・グラフと

　 時計

ステップ
	Ａ
	表やグラフに表すことや時計を読むことを生活場面で進んで用いようとしている。
	資料を分類・整理するよさを理解できる。また，長針と短針の関係を説明できる。
	絵の数を，表や●のグラフに正確に見やすく表したり，時刻を確実に読んだりすることができる。
	表やグラフの表し方や短針と長針の関係を意識した時計のよみ方を理解している。

	
	
	Ｂ
	表やグラフに表すことや時計をよむことに進んで取り組もうとしている。
	資料を分類・整理するよさを理解できる。また，長針と短針の関係を理解している。
	絵の数を，表や●のグラフに表したり，時刻を読んだりすることができる。
	表やグラフの表し方，時計のよみ方を理解している。

	
	1　ひょう・グラフと

　 時計

ジャンプ
	Ａ
	動物園での１日の挿絵をみて，時刻や時間を求める問題に関心を抱き，問題を，進んで作ってみようとしている。
	時刻や時間を求める問題の作り方をいろいろと考えることができる。
	動物園での１日の挿絵をみて，時刻や時間を求める問題をいろいろと作ったり解いたりできる。
	時刻や時間の意味をとらえ，時刻や時間を求める問題の作り方を的確に理解している。

	
	
	Ｂ
	動物園での１日の挿絵をみて，時刻や時間を求める問題に関心を抱き，問題を，作ってみようとしている。
	時刻や時間を求める問題の作り方を考えることができる。
	動物園での１日の挿絵をみて，時刻や時間を求める問題を作ったり解いたりできる。
	時刻や時間を求める問題の作り方を理解している。

	★

算数のまど
	2　たし算と　ひき算

ステップ
	Ａ
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算に楽しみながら，進んで取り組もうとしている。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が1桁同士の計算を基にすればできることを理解し，説明できる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が暗算で確実にできる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の暗算の仕方が数のしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算に進んで取り組もうとしている。　　　　　　
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が1桁同士の計算を基にすればできることを理解できる。


	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の計算が暗算でできる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の暗算の仕方を理解している。

	
	2　たし算と　ひき算

ジャンプ
	Ａ
	簡単な計算についての暗算に関心をもち，進んで取り組もうとしているだけでなく，自分で作ってみようとしている。
	答えに合う3回の加減の式を考えることができる。
	3回の加減の計算が暗算で確実にできる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の暗算の仕方が数のしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	簡単な計算についての暗算に関心をもち，進んで取り組もうとしている。
	3回の加減の計算を考えることができる。
	3回の加減の計算が暗算でできる。
	(2桁)±(1桁)，(2桁)±(何十)の暗算の仕方を理解している。

	
	3　長さ

ステップ
	Ａ
	長さくらべに関心を持ち，長さの感覚を生かして予想を立てながら長さを測定しようとしている。
	長さくらべを通して，ものさしのしくみをとらえながら，測定の仕方について考えることができる。
	量感を生かしながら効果的に，cm,mmを単位として，確実に長さを測定することができる。
	長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解し適切な使い方ができる。

	
	
	Ｂ
	長さくらべに関心を持ち，進んで長さを測定しようとしている。
	長さくらべを通して，測定の仕方について考えることができる。
	cm,mmを単位として，長さを測定することができる。
	長さについての感覚を身につけ，長さの単位と測定の意味を理解している。

	
	3　長さ

ジャンプ
	Ａ
	「たからさがし」に関心を持ち，長さの感覚を生かして予想を立てながら長さを測定しようとしている。
	どの経路が短いか，長さの加法をもとに，予想を立てて考えることができる。
	点と点の結び方，折れ線の測定がものさしを使って確実にできるとともに，長さの加法の計算ができる。
	長さについての感覚を身につけ，測定の仕方や加法計算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	「たからさがし」に関心を持ち，進んで長さを測定しようとしている。
	どの経路が短いか予想を立てて考えることができる。
	点と点の結び方，折れ線の測定がものさしを使ってできるとともに，長さの加法の計算ができる。


	長さについての感覚を身につけ，測定の仕方や加法計算の仕方を理解している。

	
	4　たし算と　ひき算のひっ算(1)

ステップ
	Ａ
	たし算やひき算の筆算に関心をもち，筆算で処理するよさを感じながら，進んで取り組もうとしている。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算は十進位取り記数法に基づいていることを説明することができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算が確実にできる。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算は，十進数位取り記数法に基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	たし算やひき算の筆算に関心をもち，進んで取り組もうとしている。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算ができる。
	(2桁)＋(2桁)＜100，(2桁)－(2桁)の筆算の仕方を理解している。

	★

算数のまど
	4　たし算と　ひき算のひっ算(1)

ジャンプ
	Ａ
	積極的にかくされた数のひみつを見つけようとしている。
	たし算とひき算の相互関係に着目して筋道立てて考えることができる。
	たし算，ひき算の相互関係をもとに確実に計算することができる。
	加減法の答えと式の関係を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	かくされた数をみつけることに関心を持って，取り組もうとしている。
	たし算とひき算の相互関係に着目して考えることができる。
	たし算，ひき算の相互関係をもとに計算することができる。
	加減法の答えと式の関係を理解している。

	
	5　1000までの　数

ステップ
	Ａ
	100,10,1のまとまりに着目して点数を考え，より速く勝敗の判断をしようとしている。
	十進位取り記数法のしくみに基づいて，大小比較の仕方を考え，大きい位から比較することで結果を見積もりながら考えることができる。
	100,10,1のまとまりに着目して数を構成し，より手際よく大小比較ができる。
	十進位取り記数法のしくみを基にして，大小比較の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	100,10,1のまとまりに着目して，点数を考えようとしている。
	十進位取り記数法のしくみに基づいて，大小比較の仕方を考えることができる。
	100,10,1のまとまりに着目して数を構成したり，大小比較ができる。
	大小比較の仕方を理解している。

	
	5　1000までの　数

ジャンプ
	Ａ
	３桁の数の大小関係の問題に関心を示し，□にあてはまる数を進んで求めようとしている。
	同じ位の数字の大小に着目しながら，大小比較の仕方を考えることができる。
	３桁の数の大小関係について調べ，同じ位の数字に着目し，□にあてはまる数を順序よく求めることができる。
	十進位取り記数法のしくみを基にして，大小比較の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	３桁の数の大小関係の問題に関心を示し，□にあてはまる数をで求めようとしている。
	３桁の数の大小比較の仕方を考えることができる。
	３桁の数の大小関係について，□にあてはまる数を求めることができる。
	十進位取り記数法のしくみを基にして，大小比較の仕方を理解している。

	
	6　かさ

ステップ
	Ａ
	普遍単位の関係を使って進んで取り組もうとしている。
	普遍単位の関係を使って，それぞれのかさを考えることができる。
	普遍単位の関係を使って同じかさ同士をみつけることができる。
	単位の換算の仕方を理解している。

	
	
	Ｂ
	普遍単位の関係を使って，単位を換算しようとしている。
	1目盛りの量を考えることができる。
	単位の換算をすることができる。
	普遍単位を使って1目盛りの量を理解している。

	
	6　かさ

ジャンプ
	Ａ
	身の回りの飲み物のかさの大きさくらべに関心を示し，大小比べに進んで取り組もうとしている。
	同じかさの単位にそろえて計算し，かさの大小をくらべる仕方を考えることができる。
	二つかさについて，それぞれの大きさを計算して求め，大小を比べることができる。
	かさの大きさについて計算し，その結果の大小を比べる仕方を的確に理解している。

	
	
	Ｂ
	身の回りの飲み物のかさの大きさくらべに取り組もうとしている。
	かさの大小をくべる仕方を考えることができる。
	二つのかさについて，それらの大小を比べることができる。
	かさの大きさについて，大小を比べる仕方を理解している。

	
	7　たし算と　ひき算のひっ算(2)

ステップ
	Ａ
	たし算やひき算の筆算に関心をもち，筆算で処理するよさを感じながら，進んで取り組もうとしている。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2,1桁)＝(2桁)の筆算は十進位取り記数法に基づいていることを説明することができる。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2,1桁)＝(2桁)の筆算が確実にできる。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2，1桁)＝(2桁)の筆算の仕方を十分に理解している。

	
	
	Ｂ
	たし算やひき算の筆算に関心をもち，取り組もうとしている。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2，1桁)＝(2桁)の筆算の仕方を，十進位取り記数法に基づいて考えることができる。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2，1桁)＝(2桁)の筆算ができる。
	(2桁)＋(2桁)，(3桁)－(2，1桁)＝(2桁)の筆算の仕方を理解している。

	★

算数のまど
	7　たし算と　ひき算のひっ算(2)

ジャンプ
	Ａ
	勝つための置き方を考えながら，(2位数)＋(2位数)，(3位数)－(2位数)の筆算に進んで取り組もうとしている。
	答えを大きくするにはどこにどんな数字をあてはめればよいかを筋道立てて考えられ，説明することができる。
	答えが大きくなるような加法・減法それぞれの式を考えることができる。
	(2位数)＋(2位数)，(3位数)－(2位数)の筆算の仕方が数の相対的なしくみに基づいていることを理解している。

	
	
	Ｂ
	(2位数)＋(2位数)，(3位数)－(2位数)の筆算に関心を持ち，取り組もうとしている。
	答えを大きくするにはどこにどんな数字をあてはめればよいかを筋道立てて考えることができる。
	答えが大きくなるような加法・減法それぞれの式をみつけることができる。
	(2位数)＋(2位数)，(3位数)－(2位数)の筆算の仕方を理解している。
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